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令和8年年始のご挨拶
公益社団法人　日本理科教育振興協会

会長　大久保　昇
謹んで新年のご挨拶を申し上げます。旧年中は当協会の活動に多大なるご理解とご支援を賜り、心より御礼申

し上げます。
昨年2025年は、ノーベル賞において、生理学・医学賞と化学賞の二部門で日本人研究者が受賞するという

快挙が達成され、日本にとって誠に意義深い一年となりました。
坂口博士は、免疫を担う細胞があれば、逆に免疫を抑制する細胞もあるのではないか、と制御性T細胞の発見によりノーベル生理学・

医学賞を受賞されました。また、北川博士は、金属イオンと有機分子を組み合わせて、無限に拡張可能な3次元の多孔質構造の研究によ
りノーベル化学賞を受賞され、物質科学の新たな可能性を切り拓かれました。

お二人に共通するのは、今までの常識への懐疑と“自分の目で確かめる姿勢”、多様で自由な発想から「面白い」「大事だ」と思ったこと
を地味なことでも続けきる継続力です。

北川博士の講演では、細菌学者パスツールの「幸運は準備された心のみに宿る」という言葉を引用し、小さい時から触れてきたことが血
や肉となる。今を大切に」と語られたそうです。

未来を担う子どもたちが科学に興味を持ち、好奇心を育み、創造的な思考力を養うことこそが、次なるイノベーションの礎となるのです。こ
れは、研究だけではなく、企業の経営や意思決定にも通じる普遍的示唆だと思われます。

本年も引き続き、理科教育の振興を通じて、こうした未来の科学者を育てる環境づくりに尽力してまいります。理科観察実験機器の開発・
普及、教員支援、理科機器の品質向上など、教育現場のニーズに応える取り組みを一層強化し、全国の理科教育団体・機関との連携を
更に深めてまいります。

全国すべての自治体と学校の児童生徒たちが、よりよい環境で、できるだけ多くの観察実験が体験できるよう、本年も引き続き、国庫補
助金を活用した理科観察実験機器の整備充実を推進いたします。残念ながら全国にまだ多く残る国庫補助の活用ができていない自治体や
学校に対しての国庫補助事業エントリーのための説明会等の支援も、いくつかの新たな試みを拡大して実施してまいります。

一方、実験観察に手間がかけにくい状況をサポートするため、観察実験機器を持ち込み、楽しい理科観察実験を児童たちに体験してい
ただく被災地復興支援事業では、能登半島地区・福島県原発避難帰還地区等を対象に、継続して理科観察実験授業を実施させていた
だきます。また理系人材を育み増やすための事業、特に日本における女性理系人材の少なさを打開する活動にも注力したいと考えております。

本年も、理科教育のさらなる発展と、科学技術立国としての日本の未来を支える人材育成に向けて、取り組んでまいります。皆様におか
れましても、引き続きご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

■ 新年のごあいさつ（p1）
■ 令和8年度 政府予算案が発表されました（p5）
■ 全小理全国大会を終えて（p5）
■ 第13回科学の甲子園ジュニア全国大会が 

　　　　　　　　　　　　　　　開催されました（p5）

■ �令和8年度 理科教育予算増に 
向けた活動（p6）

■ 令和7年度 理科教育設備整備費等 
　　　　　　 補助金事業・台帳説明会開催（p6）

■ 令和7年度 震災復興教育支援事業（p7）
■ 安心安全ドキュメント活用パンフレット（p7）

謹　賀　新　年
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副会長　中村 友香

新年明けましておめでとうございます。会員
の皆様におかれましては、清々しい新年をお
迎えのことと心よりお慶び申し上げます。

平素は、本協会の事業へ大なるご理解とご
協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、本年の干支は午（うま）年です。馬が大
地を蹴って力強く疾走し、障害を軽々と飛び越える「飛躍」の
姿は、技術革新が加速する現代において、理科教育が目指すべ
き理想像です。この午年の勢いそのままに、力強く理科教育を
進展させていく所存です。

昨年は、日本初の女性首相が誕生するという歴史的な出来事
もありました。これは、女性が社会のあらゆる分野でリーダー
シップを発揮する時代の本格化を示唆しています。また、大阪
大学特任教授の坂口志文氏がノーベル生理学・医学賞を、京都
大学特別教授の北川進氏がノーベル化学賞を、それぞれ共同研
究者とともに受賞された快挙に日本中が湧きました。科学の発
展には、ジェンダーやバックグラウンドにとらわれない多種多
様な視点と才能が不可欠です。本協会は、この時代の趨勢を追
い風に、未来の科学技術を担う「理系女子（リケジョ）」を含む
全ての子どもたちが能力を開花できるよう、学習環境の整備と
支援に一層力を入れて参ります。

本年も、皆様の変わらぬご指導とご支援を賜りますよう、心
よりお願い申し上げます。

副会長　西松 正文

新年あけましておめでとうございます。会員
の皆様におかれましては、健やかに新年をお迎
えになられたこととお慶び申し上げます。

昨年は大阪・関西万博が開催され、「世界は
多様でありながらも一つ」という理念が、あの
大きな大屋根リングの下で見事に結実し、会期
中、多くの方々に夢と感動を届けてくれました。私自身も何度
も会場に足を運び、世界各国の文化や科学に触れるとともに、
日本の文化や技術力の高さを世界へ発信する機会となったので
はないかと感じております。また、日本の科学力を示す出来事
として、昨年はノーベル賞をお二人の先生が受賞されました。
21世紀以降、自然科学分野の受賞数は米国に次ぐ第2位であり、
近隣諸国と比べても、我が国の基礎科学の底力を示すものと言
えるでしょう。一方で、近年は日本発の論文の引用数の低下や、
基礎研究費の減少が課題となっています。資源に乏しい日本が
これからも成長していくためには、科学技術の力が欠かせませ
ん。とりわけ、その土台を支えるのが理科教育であることは言
うまでもありません。

理科は、実験・観察を通じて、主体的な問題発見と課題解決
に取り組み、探究していく姿勢を育む教科です。理科の「見方・
考え方」をしっかりと身につけ、子どもたちがこれからの社会
を力強く生き抜いていけるよう、私たちは環境づくりを進めて
まいります。

理振協会は、「理科の授業は理科室で！」をスローガンに、実
験・観察を重視し、科学本来の面白さや楽しさを十分に体験で
きる環境づくりを応援しています。本年も引き続き、理科室の
充実や予算拡充に向けた要望活動に力を尽くしてまいります。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

副会長　小林 啓介

新年あけましておめでとうございます。
会員の皆様には、旧年中の理振協会の活動

への温かいご理解と多大なるご支援・ご協力
に心より感謝申し上げます。

2025年は学校教育の領域においても、GIGA
スクール端末の定着が進む中で、「AIを教育に
どう活かすか」という課題が現実的な検討事項となった一年で
した。学びをより深く実現するための強力なツールとして、生
成AIへの期待が高まっています。このデジタル技術の進展を、
未来の科学教育にとっての大きな進化の可能性として捉えてい
ます。

しかし同時に、私たちは、小学校で自然の不思議に触れ、中
学校で科学の基礎を築き、高等学校では実験とデジタルを本格
的に融合させるこの大切な時期において、「リアルな実験体験」
が持つ重要性を深く認識しております。五感で現象を体感し、
予期せぬ結果から考察するという生きた体験は、子どもたちの
科学的な理解の土台であり、知的好奇心の源泉です。

会員の皆様、学校でご指導にあたられる先生方と手を携え、
子どもたちの成長を支えるパートナーとして、共に全力を尽く
す所存でございます。

新しい一年が、皆様にとって実り多き輝かしいものとなりま
すよう、心よりお祈り申し上げます。本年もどうぞよろしくお
願い申し上げます。

副会長　藤原 憲二

新年あけましておめでとうございます。会員
の皆様には、格別のご支援を賜り、心より御
礼申し上げます。

昨年は、教育現場におけるICT活用とAI技
術の導入が加速し、個別最適化学習やデジタル
教材の普及が進む一方で、子どもたちが「自ら考
え、試す」体験の価値が改めて見直された一年でした。当社は、
理科教育を支える企業として、実験器具の高度化とデジタルソ
リューションの融合を推進し、全国の学校や教育機関に新しい
学びの環境を提供してまいりました。

また、島津製作所グループとして「科学技術で社会に貢献す
る」という理念のもと、次世代育成に向けた取り組みを強化し
ました。「島津ぶんせき体験スクール」を通じた科学体験の提供
や、大学との連携による博士人材育成など、未来を担う人材育
成に注力しています。

2026年は午年。力強く前進する象徴にふさわしく、当社も変
化を恐れず挑戦を続け、理科教育の新たな価値を創造してまい
ります。実験体験とICTの融合をさらに深化させ、子どもたち
が科学の面白さを実感できる環境づくりに全力を尽くします。

本年も皆様とともに、未来を担う人材育成に貢献し、科学技
術を通じて社会に価値を届けてまいります。引き続きご指導ご
鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

謹　賀　新　年
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文部科学省初等中等教育局教育課程課長　武藤 久慶

新年あけましておめでとうございます。
貴協会におかれましては、子供たちや教師が観察、

実験で活用する優れた理科教材を開発するなど、日
頃から理科教育の充実・発展に多大なる御尽力を賜
り、心から感謝申し上げます。

現在、文部科学省では学習指導要領の改訂に向けて
教科等毎にワーキンググループを設置し検討を行ってお
ります。

理科ワーキンググループでは、将来予想される理系人材の不足、生成 
AIの発展・普及等により、理数リテラシーが全国民必須の素養となって
いること、理数リテラシーは世界トップクラスを維持している一方で、
理科への興味・関心が低く、社会や職業選択とつながっていないこと等
を踏まえ、理科教育の充実に向けた検討が行われています。

その中で、観察・実験や科学的な探究学習の一層充実や、基礎的な概
念の習得に資するため、必要となる器具や機器の整備・更新、デジタル
デバイス・教材の一層の活用についても、検討される予定です。文部科
学省としては、これらの検討を進めるとともに、本年も、観察、実験活
動に必要な理科設備整備を支援するとともに、デジタル等成長分野を支
える人材育成を推進する高等学校における環境整備の支援など、子供た
ちの資質・能力を育むための施策を講じてまいります。引き続き、皆様
の御理解と御協力をお願いいたします。

結びに、貴協会の更なる御発展と、皆様の一層の御活躍を祈念いたし
まして、新年の御挨拶といたします。

文部科学省 初等中等教育局 視学官　藤枝 秀樹

新年あけましておめでとうございます。
貴協会におかれましては、日頃より理科教育の充実

と発展のために御尽力いただき、心より御礼申し上
げます。

昨年の理科や科学に関するトピックを振り返って
みると、2025年のノーベル賞は坂口志文・大阪大学特
任教授に生理学・医学賞が、北川進・京都大学特別教授
に化学賞が授与されました。日本人が2人同時に受賞するのは10年ぶり
の快挙となる嬉しい出来事でした。

また、全国学力・学習状況調査の教科調査に初めてCBT（Computer-
based Testing）を導⼊し、中学校理科はオンライン⽅式で実施されまし
た。例えば、観察、実験の過程が動画で示されるなど、CBTの利点を⽣
かした問題が出題されました。なお、令和９年度からは小学校調査、中
学校調査ともに、CBTに全面移行する予定となっています。

さらに、令和6年12月の文部科学大臣の諮問を受けて、次期学習指導
要領の改訂に向けて、１月から教育課程企画特別部会において審議がス
タートし、9月には「論点整理」をまとめました。これを受けて現在、「理
科ワーキンググループ」が開催されているところで、例えば、分かりや
すく使いやすい学習指導要領の在り方として、中核的な概念等を活用し
た一層の構造化・表形式化・デジタル化などが検討されています。今後
の審議の状況に注視していただきたいと思います。

貴協会には、引き続きの御支援・御協力をお願い申し上げるとともに、
益々の御発展を祈念いたします。

文部科学省 初等中等教育局 教科調査官　真井 克子

新年あけましておめでとうございます。
貴協会におかれましては、平素より理科教育の充

実のためにご尽力をいただき誠にありがとうござい
ます。

さて昨年度、様々な場所でお話した内容のうち、
印象深く感じていただいた一つが、我が国の理数系人
材の育成のことです。例えば、我が国の大学に入学す

る者のうち、理工系入学者は17％にとどまっており、OECD諸国の平均
値よりも大幅に低いこと、女性入学者に限って見るとOECD 諸国の中
で低位であることがOECDの調査（2019）の結果として示されています。
理数系人材の育成は、我が国における課題の一つであり、初等中等段階
から理科教育を一層充実することは大変重要だと考えます。

また、文部科学省では令和７年４月、現行学習指導要領で新設された
教科「理数」について、全国各地における実践を『教科「理数」の取組事
例集』としてWebページで公開しました。「理数」の学びの一層の充実
を期待しています。理科や理数における探究的な学習において、観察、
実験は重要です。貴協会には引き続きの御支援、御協力をお願いいたし
ます。

最後に、貴協会の益々の御発展を心よりお祈り申し上げます。

文部科学省 初等中等教育局 教科調査官　小林 一人

新年、明けましておめでとうございます。
貴協会におかれましては、理数教育の充実・発展の

ためにご尽力くださり、誠にありがとうございます。
文部科学省では昨年の全国学力・学習状況調査よ

り中学校理科の調査において、CBTを導入しました。
調査結果の分析においてはIRTが活用されています。
IRTは、単に「何問正解したか」ではなく、「どのような
問題に正解したか」に着目し、問題の難しさや特性を踏まえて学力を捉
える考え方です。異なる問題に取り組んだ場合でも、生徒一人一人の学
びの到達度を、共通の尺度で把握することが可能となりました。

理科においては、知識・技能の定着に加え、課題を見いだし、探究し、
振り返る学習の過程が学力と深く関係していることが、こうした分析か
らも示されています。調査結果は、子供たちの学びを一面的に評価する
ためのものではなく、授業改善や学習の質の向上につなげるための重要
な手がかりです。

本年も、日本理科教育振興協会の皆様とともに、理数教育の充実を図
り、子供たちの科学的に探究する力の育成に取り組んでまいりたいと存
じます。貴協会の益々のご発展と皆様のご健勝とご多幸を祈念いたし
ます。

文部科学省 初等中等教育局 教科調査官　有本 　淳

新年あけましておめでとうございます。
貴協会におかれましては、平素より理科教育の充実

のためにご尽力いただいておりますこと、心より感
謝申しあげます。

令和7年7月に、令和７年度全国学力・学習状況調
査の結果が公表されました。理科における成果として
は、「花のつくりや受粉についての知識が身に付いてい
ること」などが挙げられています。一方、課題としては、「既習の植物の
発芽の条件との差異点や共通点を基に、新たな問題を見いだし、表現す
ること」などが挙げられています。

また、改善の方向性としては、「差異点や共通点を基に、具体的な条
件に着目し、問題を見いだすことができるようにすること」や「学習し
たことを、自然の事物・現象に当てはめて捉え直すことができるように
する」などが示されています。

これらの改善の方向性については、目の前の児童の実態を的確に把握
し、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を、デジタル学習
基盤の活用を通して行うことが大切です。そして、授業改善の一層の充
実を図るため、貴協会には引き続きのご支援とご協力を賜りますようお
願い申しあげます。

最後になりましたが、貴協会の益々のご発展を祈念いたします。

謹　賀　新　年
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一般社団法人日本理科教育学会 会長　和田 一郎

新年明けましておめでとうございます。
昨年は、日本理科教育振興協会の皆様からの多大なるご支援・ご協力のもと、第75回全国大会（富山大会）

を無事に開催することができました。ここに改めて深甚なる感謝の意を表します。さて、次期学習指導要領の
検討が進められる中、質の高い探究的な学びの確立に向けた議論が各方面で高まりを見せております。理科教
育においても、科学的に探究する力の育成を一層重視し、そのための学習活動の在り方に関する議論が進むこ
とが予想されます。児童生徒の主体的な探究を支える観察・実験機器の充実は、喫緊の課題であり、本学会と
しても、会員の研究活動を促進する施策をさらに強化していきたいと存じます。本年は、8月22日（土）、23日（日）に鹿児島
大学にて全国大会を開催するとともに、3月20日（金）にはオンライン全国大会を実施いたします。日本理科教育振興協会の皆
様には、引き続きご支援ご鞭撻を賜りますよう何卒お願い申し上げます。末筆ながら、貴会の一層のご発展を心より祈念し、
新年のご挨拶とさせていただきます。

日本理化学協会 会長　上村 礼子

新年明けましておめでとうございます。
昨年は、岩手県のアイーナ（いわて県民情報交流センター）を会場に、全国理科教育大会・第96回日本理化

学協会総会を開催いたしました。全国からの350名を超える関係者が参加し、8月7日（木）から9日（土）まで
の日程で記念講演、意見提示と研究協議、理科教育実践の研究発表、そして、科学の広場などが展開されまし
た。大会へのご協力、誠に感謝申し上げます。

さて、京都大学の北川進特別教授が『研究成果が社会に実装されるには25年かかる』と語られるように、未来
を担う科学者の育成は長期的な視野が不可欠です。その基盤となるのが理科教育です。すべての生徒が自然の事物・現象を科
学的に捉える見方・考え方を身に付け、主体的に探究しようとする態度を育成することは、我が国が科学技術立国として発展
し続けるために欠かせません。今後、一層協会活動を充実させ、全国の先生方をご支援したいと考えております。

8月4日（火）から6日（木）の日程で新潟県の三条市立大学において全国理科教育大会・第97回日本理化学協会総会を開催す
る予定です。引き続き、ご支援ご協力をお願い申し上げますとともに、理振協会及び会員の皆様方の益々のご発展を祈念申し
上げ、年頭の挨拶とさせていただきます。

全国中学校理科教育研究会 会長　和田 栄治

新年明けましておめでとうございます。
昨年は、札幌市教育文化会館会場を中心に全中理北海道大会を開催することができました。ご多用の中、大

久保昇会長をはじめ、公益社団法人日本理科教育振興協会の皆様にご参加いただくとともに、開発教材コンテ
スト等、大会開催にあたり、多大なご支援をいただき、心より感謝申し上げます。

さて、現在、次期学習指導要領の改訂に向けて検討が進められています。生成AIなどの新しい技術が次々と
実装されるなど、社会の急激な変化を踏まえ、中学校の教育内容も大きな変化があるようです。全中理は、全
国の研究成果の共有と連携を基盤に活動を続け、子供たちが新たな課題を捉えて科学的に考え、未来社会を主体的に担う力を
育んでいけるよう、今年も力を尽くして参ります。

本年も引き続き、ご支援ご協力をお願い申し上げますとともに、貴協会のますますの発展と会員の皆様の一層のご活躍を祈
念申し上げ、年頭の挨拶とさせていただきます。

全国小学校理科研究協議会 会長　林　 禎久

新年あけましておめでとうございます。
昨年は、岡谷鋼機名古屋公会堂、並びに名古屋市立なごや小学校、瑞穂小学校、船方小学校を会場に全国小

学校理科教育研究会研究大会愛知大会を開催しました。大久保会長をはじめ、公益社団法人日本理科教育振興
協会の皆様に御参会いただきました。また、開発教材コンテスト等、大会開催に多くの御支援をいただきまし
たことに感謝申し上げます。

愛知大会では研究主題「問題解決 の道筋を構想し、自然の事物・現象をより深く理解する子どもの育成」と
設定し、基調提案のもと3つの小学校の会場で、何をするのか、何を育てたいのかを大切にした問題解決を基軸とした学びと、
理科だからこそ味わえる幸福感を大切にした子ども中心の学びについて、授業公開及び授業分科会を通じて参会の皆様と深め
ることができました。全国から参会の先生方が本大会の成果を持ち帰り、理科教育の研究の発展と振興を推進する一助となり
ましたら幸いです。

本年も、引き続きの御支援、御協力をお願い申し上げますとともに、貴会ならびに会員の皆様の発展を祈念申し上げます。

謹　賀　新　年
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■理科教育設備整備費等補助金（理振予算）・・・ 17.16億円（令和7年度予算 17.16億円）

■理科教育における観察実験支援事業・・・・・　1.95億円（令和7年度予算 1.96億円）

　・小中学校における理科の観察・実験を支援する補助員を配置
　　（観察実験アシスタント＝Preparation Assistant for Scientific Experiments and Observations）…補助率1/3

関連予算

スーパーサイエンスハイスクール支援事業・・・　22.9億円（22.9億円）

全小理全国大会を終えて全小理全国大会を終えて

全国小学校理科研究協議会 会長　林　禎久
令和7年11月20日（木）、21日（金）の2日間、第58回全国小学校理科研究協議会愛知大会を開催し、

約1000人の参加がありました。
初日は岡谷鋼機名古屋公会堂で総会、研究全体会、記念講演を実施しました。総会では愛知大会

の研究主題「問題解決の道筋を構想し、自然の事物・現象をより深く理解する子どもの育成」につ
いて基調提案を行いました。この提案を受け、文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官 有
本淳先生から指導講話をいただきました。

最終日は名古屋市立なごや小学校、瑞穂小学校、船方小学校の3会場で公開授業と学年別分科会、授業分科会、
全体会での研究提案を行いました。各会場では、何をするのか、何を育てたいのかを大切にした問題解決を基軸
とした学びと、理科だからこそ味わえる幸福感を大切にした子ども中心の学びについてもお示しいただいたこと

は、今後の授業のあり方を考える上でたいへん意義深い提案となりま
した。また、各都道府県からの研究実践の報告と協議も行われ、各
地域で研究が力強く進められていることを感じることができました。

本会を開催するにあたり、公益社団法人 日本理科教育振興協会 大
久保会長からのご祝辞を賜るとともに、開発教材コンテストを始め
大会運営において、多大なるご支援をいただきました。心より感謝
申し上げます。

第13回科学の甲子園ジュニア全国大会が開催されました

本年は、兵庫県立武道館にて開催されました。

開催期間は、令和7年12月12日（金）から12月14日（日）で、予選となる都道府県大会には27,474人の生徒がエントリー

され、これまで以上に盛り上がった大会となりました。

総合成績第2位の神奈川県代表チームに、（公社）日本理科教育振興協会賞が授与されました。その他、理振協会

幹事企業各社の賞も授与されました。

総合成績 第 2 位　日本理科教育振興協会賞 神奈川県代表チーム
筆記競技 第 2 位　内田洋行賞 東京都代表チーム
実技競技② 第 1 位　SHIMADZU 賞 千葉県代表チーム
実技競技② 第 2 位　ケニス賞 愛知県代表チーム
フレッシュマン応援・ナリカ賞 京都府代表チーム

令和8年度政府予算案が発表されました令和8年度政府予算案が発表されました
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令和8年度　理科教育設備整備予算増に向けた活動令和8年度　理科教育設備整備予算増に向けた活動

文部科学省への要望活動

令和7年12月度に、公益社団法人日本理科教育振興協会の理事をはじめ、各理科団体役員と一緒に文部科学省
理科教育関連部署に、理科教育充実のための要望訪問をいたしました。

要望内容・・・・・・令和8年度の理科教育設備整備費等補助金の増額 
　　　　　　　　　　消耗品費の十分な確保 
　　　　　　　　　　理科実験支援員の確保 
　　　　　　　　　　観察・実験のできる場所の確保

理科教育設備整備費等補助金事業・台帳説明会

令和7年度秋開催 理科教育設備整備費等補助事業・台帳作成説明会 実施報告

開催地 実施日 講師 参加者
東京会場
連合会館 10月27日（月） 文部科学省初等中等教育局教育課程課

教科調査官　真井 克子 氏 学校法人 25校 26名、教育委員会 11名、計37名

大阪会場
OMMビル 11月11日（火） 文部科学省初等中等教育局教育課程課

教科調査官　小林 一人 氏 学校法人:14校15名、教育委員会: 7名、計20名

説明会は、平成28年から本年までのべ81会場で実施いたしました。
これまで累計で、学校法人 1,437校、都道府県市区町村自治体 732自治体、累計参加者 3,161名 が受講されました。

北海道教育庁との共同開催
北海道教育庁義務教育課様と、理科教育設備整備費等補助金事業・台帳説明会を共同開催いたしました。

開催日時：令和7年12月18日（木）　午後2時～ 3時30分
場　所：U-cala  内田洋行北海道支社スタジオ　WEB配信
隣席者：北海道教育庁　義務教育課　　田口　範人　　課長
　　　　　　　　　〃　　　　　　　　押野　たえ子　課長補佐
　　　　　　　　　〃　　　　　　　　米田　恵美　　係長
　　　　　　　　　〃　　　　　　　　越後　英門　　主任
　　　　　　　　　〃　　　　　　　　福士　健斗　　主任

講　師：文部科学省初等中等教育局　 
� 視学官　　藤枝 秀樹 先生

　　　　（公社）日本理科教育振興協会　 
� 常務理事　石崎 裕行 　　

　　　　　
聴講者　37名（�根室支庁管内自治体1市4町、 

釧路支庁管内自治体1市6町）

10/27　東京会場　真井克子教科調査官 11/11　大阪会場　小林一人教科調査官

科学技術・学術政策局長　西條 正明 様 要望文書

令令和和 77 年年 1122 月月 1199 日日  

文文部部科科学学省省  

文文部部科科学学大大臣臣    

松松本本  洋洋平平  様様  

  

令令和和77年年末末  御御礼礼とと理理科科教教育育環環境境整整備備充充実実ののたためめのの予予算算計計上上ににつついいててののおお願願いい  

  

令和 7 年末にあたり、本年も (公社)日本理科教育振興協会の活動に  

ご支援をいただき、感謝申し上げます。 

令和 8 年も引き続き、ご指導を賜りたくよろしくお願い申しあげます。 

併せて、令和 8 年度理科教育関連予算に対して、下記の事項に特段のご配

慮をいただけますようお願いいたします。 

 

児児童童・・生生徒徒たたちちがが、、学学習習指指導導要要領領にに沿沿っったた観観察察・・実実験験授授業業をを十十分分ににででききるる
よようう、、小小中中高高等等学学校校のの理理科科教教育育環環境境のの充充実実をを強強くく要要望望いいたたししまますす。。  

・・令令和和 88 年年度度理理科科教教育育設設備備整整備備予予算算増増額額ををおお願願ししまますす。。  

・・観観察察実実験験アアシシススタタンントト予予算算[[PPAASSEEOO]]  のの予予算算増増額額ををおお願願ししまますす。。  

※※参参照照  別別紙紙パパンンフフレレッットト【【観観察察・・実実験験】】ここそそ理理科科教教育育のの基基本本でですす  

  

公公益益社社団団法法人人  日日本本理理科科教教育育振振興興協協会会            会会    長長  大大久久保保  昇昇  

全全国国小小学学校校理理科科研研究究協協議議会会                会会  長長  林林    禎禎久久  

全全国国中中学学校校理理科科教教育育研研究究会会                会会  長長  和和田田  栄栄治治  

日日本本理理化化学学協協会会                          会会  長長  上上村村  礼礼子子  

一一般般社社団団法法人人  日日本本理理科科教教育育学学会会            会会    長長    和和田田  一一郎郎 

 

文部科学省　事務次官　増子 宏 様
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地区 道教委 市町村教育委員会 小中学校 計
根室市・釧路市 1 2 9 12

他市町村 ----- 10 15 25
計 1 12 24 37

昨年に引きつづき、セミナーを内田洋行U-cala
スタジオからライブ配信で実施いたしました。
北海道教育庁、田口課長の挨拶でスタートし、
大久保会長はWEBにて挨拶をいたしました。音
声映像ともに安定した環境の中で、行うことが
できました。

事前の質問にも対応させていただき、後日、
同説明会の動画をYouTubeでも配信させていた
だき、復習もできるようにいたしました。

【配信中の様子】

北海道教育庁　田口課長挨拶 講師　文部科学省　藤枝視学官

令和7年度震災復興教育支援事業令和7年度震災復興教育支援事業

令和7年は、石川県能登半島地震被災地区と福島県帰還困難地区の
小学校を対象に理科実験支援事業を実施いたしました。

理振協会幹事企業が、最新の実験機器を持ち込み実験授業を実施し
ました。

被災地の児童たちには、大変喜んで理科実験を体験していただきま
した。

実施期間　9月～ 12月
実施地区　�石川県珠洲市1校、七尾市4校、穴水町1校、能登町2校 

福島県南相馬市2校、浪江町1校 
6自治体　11校　児童数453名　25時間

安心安全ドキュメント活用パンフレット安心安全ドキュメント活用パンフレット

観察・実験における事故を未然に防ぐために、「安心安全ドキュメント」を作成してきました。すでに全87種と
なっています。

すべてのドキュメントをパンフレットにまとめました。
QRコード付・スマホでも見られます。

火を使う実験機器

■実験用コンロの保管方法 ■鉄製スタンドの正しい使い方 ■アルコールランプの正しい使い方

■金属球膨張試験器の正しい使い方
■鉄と硫黄の混合実験
■水とエタノールの蒸留実験の注意点

■色付き蒸発皿使用時の注意点
■示温インクの正しい使い方

■水をあたためる実験の注意
■気体発生実験（アンモニア）の注意点
■「金属のあたたまり方」実験の注意

ドキュメントは日本理科教育振興協会ホームページから
ダウンロードできます
URL▶https://www.japse.or.jp/publication/document/

安全に留意して、
楽しい観察・実験を

体験しよう！

観察・実験で
起こりがちな事故を
未然に防ぐために

理科観察・実験授業理科観察・実験授業
安全安心安全安心ドキュメントドキュメント
理科観察・実験授業理科観察・実験授業    の前にの前に

安全安心安全安心ドキュメントドキュメント  をご活用くださいをご活用ください

［その他関連するドキュメント］

〒101-0052　東京都千代田区神田小川町3-28　昇龍館ビル

詳しくは理振協会のホームページを参照願います。 https://www.japse.or.jp▶️▶️▶️

理科教育設備整備に関するご質問は、メール・電話・FAXにて当協会までお問い合わせください。

Mail： info@japse.or.jp Fax ： 03-3294-0716
お問い合わせ

Tel： 03-3294-0715

理科教育を支援する
公益社団法人 日本理科教育振興協会

理振協会YouTubeチャンネル理振協会YouTubeチャンネル
理科教育設備整備費等補助事業の解説、安全な理科実験解説ビデオ
をUPしています。ぜひ、ご活用ください。

理振チャンネル

■理科教育設備整備費等補助金事業のお手伝いをします
　�理科教育設備整備等補助金（理振）申請は難しくはありません。この補助金を「久しく受けてい
ない」、「受けたことがない」、という自治体、学校法人様に当協会がお手伝いいたします。文部科
学省のご協力をいただき、これまで全国で50回以上、理科教育設備整備費等補助金事業・台帳
説明会を開催し、2,300名以上の自治体・学校法人関係者の方々にご参加いただきました。

■都道府県主催で理科教育設備整備費等補助金事業の説明会を開催してください
　�理科観察実験機器の整備について、長期間にわたり、国庫補助を活用できていない市町村・私立学校はありませんか。管轄内市
町村・私立学校が理科教育設備整備費等補助事業に取り組み、国庫補助を活用できるように、講習会を開催してください。

　講師の派遣、テキスト・資料などすべて当協会がご用意いたします。

安全・安心に理科実験を楽しむための機器の使い方動画のほかに、理科教育設備整備費等補助金
事業・理科教育設備台帳の解説動画をアップしています。これから事業に取り組まれる方は、ホー
ムページに掲載しているパンフレット2種とともに参考にしてください。

国庫補助金国庫補助金を活用してを活用して
理科観察・実験機器理科観察・実験機器をを充実充実させましょう！させましょう！

理科室の観察・実験機器の整備は、国庫補助の対象です。

理科教育設備整備費等補助事業の手続きを理解しましょう！

理科教育設備整備費等補助事業手続きの流れ
手続きに必要なことは、 A事業計画の提出、 B交付申請書の提出、 C実績報告書の提出の3つです。

学校

現有状況の確認／必要設備の確認

事業計画の作成
・足りないものがないか
・実験等に支障のある設備がないか
内定額の範囲内で事業計画を調整

交付申請書の作成

交付決定を受けてから
整備（購入）始めます。

事業の実施
・設備の購入
・設備台帳への記載等管理の開始

実績報告書の作成

文部科学省

事業計画書の
審査

交付申請書の
審査

実績報告書の
審査

都道府県

私立学校担当部署
事業計画の提出依頼

2月事業計画の提出依頼

A事業計画の提出 学校法人分の
とりまとめ

事業計画の提出
3月

学校法人別
内定通知の作成

内定通知
交付申請書の提出依頼

内定通知
交付申請書の提出依頼

4月
学校法人分の
とりまとめB交付申請書の提出 交付申請書の提出

5月
学校法人別

交付決定通知の作成交付決定通知 交付決定通知
6月

C実績報告書の提出
額の確定報告

学校法人分
実績報告書の審査・

額の確定
額の確定報告

都道府県立学校担当部署

各県立学校の
事業計画作成依頼現有状況の確認／必要設備の確認 事業計画の提出依頼 事業計画の提出依頼

2月
県立学校分の
とりまとめA事業計画の提出 A事業計画の提出

3月
事業計画の作成
・足りないものがないか
・実験等に支障のある設備がないか

各県立学校における
配分額の調整

交付申請書の作成
（県立学校分の
とりまとめ）

内定額の範囲内で事業計画を調整
内定通知

交付申請書の提出依頼

B交付申請書の提出

内定通知
交付申請書の提出依頼

4月
B交付申請書の提出

5月

事業の実施　・設備の購入　・設備台帳への記載等管理の開始 交付決定通知
6月

実績報告書の作成
（県立学校分の
とりまとめ）

C実績報告書の提出
額の確定報告

実績報告

市区町村

教育委員会

C実績報告書の提出

各市区町村立学校の
事業計画作成依頼

市区町村立学校分の
とりまとめ

各市区町村立学校の
配分額の調整

交付申請書の作成
（市区町村立学校分の

とりまとめ）

事業の実施　・設備の購入　・設備台帳への記載等管理の開始

実績報告書の作成
（市区町村立学校分の

とりまとめ）

現有状況の確認／必要設備の確認

事業計画の作成
・足りないものがないか
・実験等に支障のある設備がないか

内定額の範囲内で事業計画を調整

実績報告

市区町村分の
とりまとめ

市区町村別
内定通知の作成

市区町村分の
とりまとめ

市区町村別交付
決定通知の作成

市区町村分
実績報告書の
審査・額の確定

C実績報告書の提出
額の確定報告

事業計画の提出依頼

交付決定通知

B交付申請書の提出

A事業計画の提出

内定通知
交付申請書の提出依頼

事業計画の提出依頼
2月

事業計画の提出
3月
内定通知

交付申請書の提出依頼
4月

交付申請書の提出
5月

交付決定通知
6月

額の確定報告

私
立
学
校

県
立
学
校

市
区
町
村
立
学
校

事業計画書の
審査

交付申請書の
審査

実績報告書の
審査

事業計画書の
審査

交付申請書の
審査

実績報告書の
審査

市区町村立学校担当部署

理科教育設備整備補助事業理科教育設備整備補助事業
着手のための手引き着手のための手引き

国庫補助金活用には理科教育設備台帳の整備が必要です

①  【昨年度までの理科教育設備台帳が整備されている】→すぐにでも手続きができます。
②  【昔の台帳はあるが、何年も記載していない】→最後の台帳記載の次年度から、現在までの国庫補助
以外の予算で整備した観察実験機器の記載と、古い台帳からの転記が必要です。

設備表

区

分

品

目
数量(組)①

現有額②

円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

①＋③－⑤

＝⑦

現有額

②＋④－⑥

＝⑧円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

前年度⑦＋

③－⑤＝⑦

現有額

前年度⑧＋

④－⑥＝⑧

円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

前年度⑦＋

③－⑤＝⑦

現有額

前年度⑧＋

④－⑥＝⑧

円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

前年度⑦＋

③－⑤＝⑦

現有額

前年度⑧＋

④－⑥＝⑧

円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

前年度⑦＋

③－⑤＝⑦

現有額

前年度⑧＋

④－⑥＝⑧

円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

前年度⑦＋

③－⑤＝⑦

現有額

前年度⑧＋

④－⑥＝⑧

円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

前年度⑦＋

③－⑤＝⑦

現有額

前年度⑧＋

④－⑥＝⑧

円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

前年度⑦＋

③－⑤＝⑦

現有額

前年度⑧＋

④－⑥＝⑧

円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

前年度⑦＋

③－⑤＝⑦

現有額

前年度⑧＋

④－⑥＝⑧

円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

前年度⑦＋

③－⑤＝⑦

現有額

前年度⑧＋

④－⑥＝⑧

円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

前年度⑦＋

③－⑤＝⑦

現有額

前年度⑧＋

④－⑥＝⑧

円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

前年度⑦＋

③－⑤＝⑦

現有額

前年度⑧＋

④－⑥＝⑧

円

47 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

32 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000

上皿てんびん 11 3 330,000 3 330,000 3 330,000 3 330,000 3 330,000 3 330,000 3 330,000 3 330,000 3 330,000 3 330,000 3 330,000 3 330,000 3 330,000

○ 電子てんびん 21 15 180,000 15 180,000 15 180,000 15 180,000 15 180,000 15 180,000 15 180,000 15 180,000 15 180,000 15 180,000 15 180,000 15 180,000 15 180,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

記録温度計 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 直流電流計 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

令和4年度

年度末における現有状況うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

当該年度整備状況

廃棄等

令和13年度

年度末における現有状況うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

当該年度整備状況

廃棄等

当該年度整備状況

廃棄等

令和9年度

年度末における現有状況うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

当該年度整備状況

廃棄等

令和8年度

年度末における現有状況

令和3年度

年度末における現有状況うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

当該年度整備状況

廃棄等

令和7年度

年度末における現有状況うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

当該年度整備状況

廃棄等

令和6年度

年度末における現有状況うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

当該年度整備状況

廃棄等

令和5年度

年度末における現有状況うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

当該年度整備状況

廃棄等

基準数

量(組)

最

重

点

設

備

○

基準

品目

体積測定用具

整備設備

年度末における現有状況

時間測定用具

重さ測定用具

令和2年度

構成品名

うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

廃棄等

当該年度整備状況
令和２年3月31日現在の

現有状況

台帳繰越

計量器

長さ測定用具

温度測定用具

電気測定用具

うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

当該年度整備状況

廃棄等

令和12年度

年度末における現有状況

令和11年度

年度末における現有状況うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

当該年度整備状況

廃棄等

令和10年度

年度末における現有状況うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

当該年度整備状況

廃棄等

整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

数量(組)③
整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

数量(組)③
整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

0 0 0 0 0 0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 18 510,000

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 18 510,000

0 0 11 11 0 0 11 11 3 330,000

0 0 21 21 0 0 21 21 15 180,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 0 0 1 1 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 11 11 0 0 11 11 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 3 0 0 0 3 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 3 0 0 0 3 0 0 0

0 0 1 1 0 0 1 1 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 0 0 1 1 0 0

0 0 3 3 0 0 3 3 0 0

0 0 11 11 0 0 11 11 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 21 0 0 0 21 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

平成２９年度

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助 国庫補助以外 廃棄等
基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助 国庫補助以外 廃棄等

令和元年度

基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助 国庫補助以外 廃棄等

平成３０年度

設備表（小学校）

区

分

品

目

数量(組)

①

現有額

②円
数量(組)③

整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

①＋③＋⑤

－⑦＝⑨

現有額

②＋④＋⑥

－⑧＝⑩円

数量(組)③
整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

数量(組)③
整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

数量(組)③
整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

数量(組)③
整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

数量(組)③
整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

数量(組)③

0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 0 0 47 44 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

その他の長さ測定用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

その他の体積測定用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 32 32 0

○ 電子てんびん 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11

○ 上皿てんびん 21 21 0 0 21 21 0 0 21 21 0 0 21 21 0 0 21 21 0 0 21 21 0 0 21 21

その他の重さ測定用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

その他の時間測定用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0

○ 記録温度計 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

音声付温度計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

デジタル温度計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他の温度測定用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 0

○ 直流電流計 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11

大型検流計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

音声付直流電流計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他の電気測定用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0 245 136 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

その他の物と重さの学習用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
その他の風やゴムの学習用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0
照度計 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0

その他の光の学習用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0

演示用電磁石 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0

○ 磁化用コイル 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

その他の磁石の学習用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 0

○ 植物育成棚 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

○ 園芸用具セット 3 3 0 0 3 3 0 0 3 3 0 0 3 3 0 0 3 3 0 0 3 3 0 0 3 3

○ アクアリウムセット 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11

その他の生物の飼育・栽培用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
その他の空気と水の学習用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0

気体の対流実験器 21 0 0 0 21 0 0 0 21 0 0 0 21 0 0 0 21 0 0 0 21 0 0 0 21 0

その他の熱の学習用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成２９年度

基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
国庫補助

平成２４年度

基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助 国庫補助以外 廃棄等

平成２５年度

基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助 国庫補助以外 廃棄等

平成２６年度

基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助 国庫補助以外 廃棄等

空気と水の学習用具

重さ測定用具

計量器

温度測定用具

電気測定用具

実験機械器具

風やゴムの学習用具

光の学習用具

物と重さの学習用具

磁石の学習用具

熱の学習用具

生物の飼育・栽培用具

平成２７年度

基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助 国庫補助以外 廃棄等 国庫補助以外 廃棄等

時間測定用具

廃棄等

構成品名

体積測定用具

長さ測定用具

整備設備
平成２３年３月３１日

現在の現有状況

平成２８年度

基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助

平成２３年度

年度末における現有状況
国庫補助以外
整備状況等

左の

うち

重点

設備

数量

基準

数量

(組)

基準

品目 国庫補助

その他の計量器

整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

数量(組)③
整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

数量(組)③
整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

0 0 0 0 0 0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 18 510,000

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 18 510,000

0 0 11 11 0 0 11 11 3 330,000

0 0 21 21 0 0 21 21 15 180,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 0 0 1 1 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 11 11 0 0 11 11 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 3 0 0 0 3 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 3 0 0 0 3 0 0 0

0 0 1 1 0 0 1 1 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 0 0 1 1 0 0

0 0 3 3 0 0 3 3 0 0

0 0 11 11 0 0 11 11 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 21 0 0 0 21 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

平成２９年度

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助 国庫補助以外 廃棄等
基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助 国庫補助以外 廃棄等

令和元年度

基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助 国庫補助以外 廃棄等

平成３０年度

設備表（小学校）

区

分

品

目

数量(組)

①

現有額

②円
数量(組)③

整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

①＋③＋⑤

－⑦＝⑨

現有額

②＋④＋⑥

－⑧＝⑩円

数量(組)③
整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

数量(組)③
整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

数量(組)③
整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

数量(組)③
整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

数量(組)③
整備額④

円
数量(組)⑤

整備額⑥

円
数量(組)⑦

整備額⑧

円

数量(組)

前年度⑨＋

③＋⑤－⑦

＝⑨

現有額

前年度⑩＋

④＋⑥－⑧

＝⑩円

数量(組)③

0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 0 0 47 44 0 0 0 0 0 0 0 0 47 44 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

その他の長さ測定用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

その他の体積測定用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 32 32 0

○ 電子てんびん 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11

○ 上皿てんびん 21 21 0 0 21 21 0 0 21 21 0 0 21 21 0 0 21 21 0 0 21 21 0 0 21 21

その他の重さ測定用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

その他の時間測定用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0

○ 記録温度計 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

音声付温度計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

デジタル温度計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他の温度測定用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 0

○ 直流電流計 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11

大型検流計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

音声付直流電流計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他の電気測定用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0 245 136 0 0 0 0 0 0 0 0 245 136 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

その他の物と重さの学習用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
その他の風やゴムの学習用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0
照度計 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0

その他の光の学習用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0

演示用電磁石 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0

○ 磁化用コイル 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

その他の磁石の学習用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 0

○ 植物育成棚 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

○ 園芸用具セット 3 3 0 0 3 3 0 0 3 3 0 0 3 3 0 0 3 3 0 0 3 3 0 0 3 3

○ アクアリウムセット 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11 0 0 11 11

その他の生物の飼育・栽培用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
その他の空気と水の学習用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0

気体の対流実験器 21 0 0 0 21 0 0 0 21 0 0 0 21 0 0 0 21 0 0 0 21 0 0 0 21 0

その他の熱の学習用具

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成２９年度

基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
国庫補助

平成２４年度

基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助 国庫補助以外 廃棄等

平成２５年度

基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助 国庫補助以外 廃棄等

平成２６年度

基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助 国庫補助以外 廃棄等

空気と水の学習用具

重さ測定用具

計量器

温度測定用具

電気測定用具

実験機械器具

風やゴムの学習用具

光の学習用具

物と重さの学習用具

磁石の学習用具

熱の学習用具

生物の飼育・栽培用具

平成２７年度

基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助 国庫補助以外 廃棄等 国庫補助以外 廃棄等

時間測定用具

廃棄等

構成品名

体積測定用具

長さ測定用具

整備設備
平成２３年３月３１日

現在の現有状況

平成２８年度

基準

数量

(組)

左の

うち

重点

設備

数量

整備状況等
年度末における現有状況

国庫補助

平成２３年度

年度末における現有状況
国庫補助以外
整備状況等

左の

うち

重点

設備

数量

基準

数量

(組)

基準

品目 国庫補助

その他の計量器

旧

新

小学校理科教育等設備整備台帳（理科設備）

設備表

区

分

品

目
数量(組)①

現有額②

円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

①＋③－⑤

＝⑦

現有額

②＋④－⑥

＝⑧円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

前年度⑦＋

③－⑤＝⑦

現有額

前年度⑧＋

④－⑥＝⑧

円

0 0 0 0 0 0 0 0

47 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 0 0

　 その他の長さ測定用具 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

22 18 510,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 電子てんびん 11 3 330,000 0 0

○ 上皿てんびん 21 15 180,000 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

記録温度計 1 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 直流電流計 11 6 81,000 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

温度測定用具

電気測定用具

体積測定用具

整備設備

年度末における現有状況

時間測定用具

重さ測定用具

令和2年度

構成品名

うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

廃棄等

当該年度整備状況
令和２年3月31日現在の

現有状況

台帳繰越

計量器

長さ測定用具

基準数

量(組)

最

重

点

設

備

○

基準

品目

令和3年度

年度末における現有状況うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

当該年度整備状況

廃棄等

小学校理科教育等設備整備台帳（理科設備）

設備表

区

分

品

目
数量(組)①

現有額②

円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

①＋③－⑤

＝⑦

現有額

②＋④－⑥

＝⑧円

補助金

交付設備

○

数量(組)③
整備額④

円
数量（組） 整備額 数量(組)⑤

処分額⑥

円

数量(組)

前年度⑦＋

③－⑤＝⑦

現有額

前年度⑧＋

④－⑥＝⑧

円

0 0 0 0 0 0 0 0

47 18 510,000 0 0 0 0 0 0 18 510,000 0 0 0 0 0 0 0 0

　 その他の長さ測定用具 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

22 18 510,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 電子てんびん 11 3 330,000 0 0

○ 上皿てんびん 21 15 180,000 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

記録温度計 1 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 直流電流計 11 6 81,000 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

温度測定用具

電気測定用具

体積測定用具

整備設備

年度末における現有状況

時間測定用具

重さ測定用具

令和2年度

構成品名

うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

廃棄等

当該年度整備状況
令和２年3月31日現在の

現有状況

台帳繰越

計量器

長さ測定用具

基準数

量(組)

最

重

点

設

備

○

基準

品目

令和3年度

年度末における現有状況うち財産処分制限対象

（補助金交付設備のみ）

当該年度整備状況

廃棄等

A：旧学習指導要領最終年度の数値を転記

B：最後の台帳記載の次年度から現在まで、国庫補助以外で整備した
機器名と金額を記入
【単価（小学校：1万円　中学校：2万円　高等学校：4万円）以上の観察・実験機器】

台帳繰越欄に
記載します

国庫補助事業に取り組まれる教育委員会・学校向け

台帳を作成しましょう

初 め て
数年ぶりに

　　

電気・電流・磁界の観察・実験機器

■静電気発生装置を使う際の注意点 ■デジタルテスタ－の正しい使い方 ■簡易検流計の正しい使い方

■コイルの正しい使い方
■電磁石の正しい使い方
■電源装置の正しい使い方②
■誘導コイルの正しい使い方
■手回し発電機の正しい使い方

■水熱量計の安全な実験方法
■電源装置の正しい使い方①
■直流電圧計の正しい使い方
■静電高圧発生装置の正しい使い方

■「電気を使う／ためる」各種器具の破損防止のために
■クルックス管を使った冷陰極の実験
■直流電流計の正しい使い方
■磁化用コイルの正しい使い方

顕微鏡

■細胞分裂プレパラートの作り方 ■顕微鏡の保管方法 ■顕微鏡の正しい使い方

■双眼実体顕微鏡の正しい使い方
■顕微鏡のレンズクリーニング

■生物顕微鏡の見え方の違い■プレパラートの観察のしかた
■顕微鏡 メンテナンスと保守 

気体に関する実験機器

■気体発生実験（酸素）の注意点 ■気体発生実験（二酸化炭素）の注意点 ■デジタル気体測定器の正しい使い方

■双気体検知管【ガステック】使用時の注意点 ■「酸素センサ」の正しい使い方■気体検知管【北川式】使用時の注意点

気体発生実験（酸素）の注意点

注注意意点点

実実験験前前にに確確認認すするるこことと

●水上置換法で集める。
●二酸化マンガンは必ず粒状のものを用いる。
（粉末状だと激しく反応するので危険。）

●うすい過酸化水素水の濃度は�％程度とする。
濃い過酸化水素水を使用すると激しく反応し、危険がある
ので使用しない。

●過酸化水素水が手についてしまったときは、すぐに水で手
を洗う。

●過酸化水素水はろうとの活栓をゆっくり回して少量ずつ下
へ流す。

●過酸化水素水をろうとに足すときは少量を慎重に補充する。

■酸素の性質
酸素は水に溶けにくいので水上置換法で集めることができる。
無色、無臭の気体で、物質を燃やすはたらきがあるが、酸素
そのものは燃えない気体である。

●必ず保護眼鏡を着用する。
●実験中は必ず換気を行う。
●試薬の取扱いには充分注意し、皮膚や衣服に付かない
ように気を付ける。

●必要以上に高濃度、多量の試薬を使用しない。
●平坦で安定性の良い場所で実験を行なう。

水上置換法

実験中はゴム管が折れ曲
がらないよう注意する。

うすい過酸化水素水は
ろうとの半量分入れ、

満杯にしない。

うすい過酸化水素水

二酸化
マンガン

ふた
水

水槽

集気びん

活栓つき
ろうと

■捕集のポイント
初めに発生する気体は、フラスコ内の空気を多く含
むので、集気びん�本分は捨て、その後発生した気
体を集めるようにする。

《過酸化水素水の希釈例》
水�����に濃度��％の過酸化水素水�����を加える。

気体発生実験（二酸化炭素）の注意点

注注意意点点

実実験験前前にに確確認認すするるこことと

●水上置換法�下方置換法�で集める。
●石灰石は粒状のものを用いる。
（粉末状だと激しく反応するので危険。）
※石灰石の代わりに、貝殻や卵の殻を使用しても良い。

●塩酸の濃度は�～�％程度とする。
●塩酸が手についてしまったときは、すぐに水で手を洗う。
●塩酸はろうとの活栓をゆっくり回して少量ずつ下へ流す。
●塩酸をろうとに足すときは少量を慎重に補充する。
●発生させた気体を石灰水に通して確認する際、二酸化炭
素を長時間通し続けると白濁が消え、無色透明になる。
そのため、白濁したところで二酸化炭素を通すのを終わ
らせる。

二酸化炭素は水に少ししか溶けないので水上置換法で捕集可能であ
る。また、空気よりも密度が大きい（空気よりも重い）気体なので、
下方置換法でも捕集することができる。●必ず保護眼鏡を着用する。

●実験中は必ず換気を行う。
●塩酸の取扱いには充分注意し、皮膚や衣服に付かない
ように気を付ける。

●必要以上に高濃度、多量の塩酸を使用しない。
●平坦で安定性の良い場所で実験を行なう。

水上置換法

下方置換法

実験中はゴム管が折れ曲
がらないよう注意する。

塩酸はろうとの半量分入れ、
満杯にしない。

うすい塩酸

うすい塩酸

石灰石

石灰石

ふた
水

水槽

集気びん

活栓つき
ろうと

活栓つき
ろうと

集気びん

ふた

音に関する実験機器

■おんさの正しい使い方 ■モノコードを使う際の注意点 ■音の学習用具の正しい使い方

おんさの正しい使い方

＜実験上の注意点＞ ＜実験のコツ＞
①共鳴箱閉側に手を軽くかけて、器物を固定する。

②ハンマはおんさの面内に円弧を描き、打つ瞬間
は手首の力をきかして上方に向かってたたき上
げる。たたく点は、上端から����～����ぐ
らいのところが良好。
※必要以上に強くたたかないこと。

【使い方】
①共鳴おんさは振動数の差が少ないものを
選んでます。他の共鳴おんさとは共鳴しず
らいため、混じらないよう必ずセットで保
管してください。

②共鳴実験する際は、共鳴おんさを�ｍ離し、
一方のおんさを発音させます。

【実験のコツ】
おんさをたたいた後、�秒後に、おんさに軽く手を触れて振動を止め
ると、もう一つのおんさが共鳴して発音していることが確認しやすい。

共鳴おんさ編

①共鳴箱の差し込み穴におんさを確実に差し込む 。

②おんさを共鳴箱から取り外すときは、おんさをねじりながら引き抜く 。

※共鳴箱の内側からちょうナットで固定するタイプは、おんさがぐらつか
ない様にしっかり締め付けること。

③保管時は共鳴箱の破損させないこと。
④おんさはサビないように湿気を避けること。
⑤おんさは濡れた手で触らないこと。

モノコードを使う際の注意点

モノコードとは‥‥
弦をはじいて振動させ、音を出す装置です。
弦をはじく強さや、弦の長さ、弦を張る強さ
を変えることで音の違いを確認します。。

弦弦がが切切れれるるとと、、ははずずみみでで身身体体にに当当たた
りり、、怪怪我我ををすするる恐恐れれががあありりまますす。。

おおももりりをを落落ととささなないいよよううにに注注意意！！

おおももりりをを吊吊りり下下げげてて実実験験すするる際際はは、、最最大大2.5kgをを
目目安安ととしし、、必必要要以以上上にに重重いいおおももりりをを吊吊りり下下げげなないい事事。。

おおももりりをを落落ととすすとと、、
足足をを怪怪我我ししたたりり、、

実実験験台台やや床床がが傷傷
つつくく恐恐れれががあありりまま
すす。。

弦弦がが切切れれなないいよよううにに注注意意！！

Case1 必必要要以以上上にに弦弦をを強強くく張張ららなないい事事。。
実験時は、ばたつかない程度の張り具合で大丈夫です。

Case2 弦弦ににおおももりりをを吊吊るるすす時時はは、、静静かかにに吊吊るるすす事事。。
重いおもりを急に吊るすと弦に強い衝撃が与えられ、切れる
恐れがあります。

Case3 錆錆びびたた弦弦をを使使用用ししなないい事事。。
弦の素材（スチールなどの金属製）によっては錆びる場合が
あり、錆びると切れやすくなりますので、実験後は弦を布で
拭くようにしてください。

●●実実験験後後はは弦弦をを緩緩めめてて保保管管ししててくくだだささいい。。

弦弦をを捲捲きき締締めめすするる部部分分がが、、弦弦のの消消耗耗やや傷傷にによよりり切切れれるる可可能能性性がが高高いい。。

 おんさは必ず付属の打棒でたたき、傷をつけることはしないでください。
 おんさの先より�～���の所を手首の力をきかして円を描くようにたたきます。
 おんさは箱の内側からちょうナットでしっかりと固定してください。
 音を可視化するスチロール球は目や鼻に入れないでください。
 トライアングル、実験用太鼓は耳のそばでたたかないでください。
 おんさは素手でさわらないでください。

ちょうナットでしっかりと固定する

ふ ぞく だ ぼう

えん

はこ

きず

えが

こ てい

か し か

たい こ

こ ていきゅう はな

て くび

かなら

じっ けん よう

実験用太鼓

音の学習用具の正しい使い方

トライアングル

音の学習実験器

注注意意すするるこことと

スチロール球

耳のそばで
たたかない！

がく しゅう よう ぐ

がくしゅう じっ けん き

きゅう

たい こ

す で

うち がわ

さき

強くたたきすぎない！

天体に関する観察機器

■天体望遠鏡の使い方（太陽の表面の観察） ■しゃ光板の正しい使い方 ■星座早見盤の使い方

■二球儀の正しい使い方

天体望遠鏡の使い方���の��の����

調節ねじ


太太陽陽投投影影板板のの使使いい方方��

注注意意すするるこことと��

①天体望遠鏡に太陽投影板を取りつける。円をかいた記録⽤用紙をセットする。�
 　※ファインダーは取り外しておく。 　 　

 　 　太陽投影板を取り付けたあとには、鏡筒のバランスを確認する。


④表⾯面の様⼦子を記録する。�
 　⿊黒点が⾒見見えたらすばやくその位置や形を記録⽤用紙にスケッチする。  �

③ピントを合わせる。�
 　太陽の像が、記録⽤用紙の円と同じ⼤大きさになるように投影板の位置�
 　を調節する。�

太陽を�
  直接⾒見見ない�

鏡筒�

接眼レンズ�

●太陽を導⼊入する際、絶対にファインダーを使⽤用しない。ファインダーや接眼レ 　 


 　ンズを通して太陽を⾒見見ると失明の危険があります。 


●太陽観測中、接眼レンズと投影板の間に顔、⼿手など体の⼀一部を⼊入れない。 


 　失明、やけどをする危険があります。（記録⽤用紙の箇所は熱くなりません） 


●太陽観測を中⽌止する場合は、⼀一時的なことであっても必ず望遠鏡にキャップを 


 　取りつける。また太陽観測中は絶対に炎天下に望遠鏡を放置しない。 


 　⽕火災が発⽣生する危険があります。 



②鏡筒を太陽に向ける。�
 　鏡筒を太陽の⽅方向に向け、地⾯面に写った投影板の影が⼀一番⼩小さく�
 　なるようにする。�

太陽投影板�

正正ししいい使使いい方方��

ここうう　　  ばばんん



注注意意すするるこことと

つつかか



・かならず大人の人といっしょに見る。


・観察するときは、まわりに注意する。


・下を向いて、しゃ光板を目に当ててから太陽を見る。

・短い時間で観察する。


・太陽を観察するときは、かならずしゃ光板を使う。


　（下じき、サングラスなどは使わない）


・割れているものは使わない。


・まぶしいと感じたときはただちに使用をやめる。


・まぶしくなくても長い時間見ないようにする。


・落とさないように気をつける。


・ガラス面が汚れたら、やわらかい布でふき取る。


ししゃゃ光光板板はは太太陽陽のの向向ききのの観観察察、、日日食食のの観観察察ななどどにに使使いいまますす。。



太太陽陽をを直直せせつつ見見るるとと目目ををいいたためめるるののでで、、かかななららずず  『『ししゃゃ光光板板』』  



をを使使いいままししょょうう。。



たいよう
 む
 かんさつ
 にっしょく


ちょく


ちゅうい


わ


かん


めん
 よご


「「ししゃゃ光光板板はは、、安安全全がが保保証証（（JIS規規格格・・ししゃゃ光光度度番番号号1133））

さされれたたももののをを使使用用ししままししょょうう」」



星座早見盤 の使い方

使使いい方方

せせいい     ざざ     ははやや      みみ    ばばんん

星星座座早早見見盤盤はは星星座座をを見見るるととききにに使使うう道道具具でで、、観観察察ししたたいい

月月日日、、時時刻刻にに見見ええるる星星やや星星座座をを知知るるここととががででききまますす。。

せい    ざ   はや み    ばん かん さつ

じ    こく

③観察したい空の方位を下にして星座早見盤を持ち、
   星や星座をさがす。
   (合わせた日付、時刻がずれないよう注意する。）

①時刻目盛りを回転させて、観察したい月日、時刻に
 月日の目盛りと時刻の目盛りを合わせる。

も

②観察したい空の方位を向いて立つ。
ほう い

月日の目盛り
時刻の目盛り

7月10日午後7時の場合

南の空を観察する場合

星図
（設定した日付、時刻の星空の様子を表します。）

星図を見ながら
さがす。

星図の周りに
方角が記載されている

その他の観察・実験機器

■ガラス製実験器具を安全に使うために① ■塩酸の正しい薄め方

■ガラス製実験器具の種類と主な用途
■筋肉付き腕の骨格模型の正しい使い方
■ダニエル電池実験の注意点
■環境にやさしい実験
■硫化鉄の実験注意点
■てこのはたらき実験器の正しい使い方
■上皿てんびんの正しい使い方
■百葉箱の正しい使い方
■虫めがね・ルーペの正しい使い方
■方位磁針の直し方

■水溶液の調整方法
■使い捨て手袋を正しく使うポイント
■オイル逆流を防ぐ！安心・安全な真空ポンプの正しい使い方
■振り子実験器の正しい使い方
■たい積実験器の正しい使い方
■簡易型電気分解装置の正しい使い方
■双眼鏡の使い方
■安全めがねを装着しましょう！
■レーザー光源装置の正しい使い方

■水のしみ込み方実験器の注意点
■こまごめピペットの正しい使い方
■簡易霧箱の正しい使い方
■pH計のメンテナンスと保管方法
■電子てんびんの保管方法・設置環境
■記録タイマーと力学台車の正しい使い方
■電子てんびんの正しい使い方
■アルコール温度計の正しい使い方
■方位じしんの正しい使い方

※※温度は、あくまで目安です。
条件によっては温度差が小さく
ても破損します。

※※この場合、温度差が216℃℃
なので、直接入れると破損す
る可能性が高い。
一度フリーザーで、ビーカー
を冷やしてから液体窒素を注
ぐと破損しづらくなる。

ガラス製実験器具を安全に使うために

②

②

③④

温温度度変変化化にによよるる破破損損をを防防ぐぐににはは

使使用用前前ににガガララスス器器具具にに破破損損等等ががなないいかか確確認認しし、、キキズズ・・カカケケががああるるももののはは使使用用ししなないいよよううににすするる。。

※※ガガララススがが厚厚くくななるるとと圧圧力力にに対対ししててはは強強くくななるるがが、、温温度度差差ににはは弱弱くくななるるとといいうう特特徴徴ががああるる。。

製品の形や厚みにもよるが、耐えられる温度差は、軟質ガラスで±100℃℃以内、硬質一級ガラスで±180℃℃程度。

耐熱衝撃温度とはガラスが何度まで耐えられるかではなく、耐えられる温度差のこと。

NG（室温20℃の場合） OK（室温20℃の場合）

２２００℃℃ －－１１９９６６℃℃温温度度差差
２２１１６６℃℃

－－８８００℃℃温温度度差差
１１００００℃℃

温温度度差差
１１１１６６℃℃

○○→××
２２００℃℃ －－１１９９６６℃℃

→ →○○
ビビーーカカーー 液液体体窒窒素素 ビビーーカカーー 液液体体窒窒素素フフリリーーザザーー

-196℃℃の液体窒素を室温（20℃℃）のビーカー（硬質一級ガラス）に入れたい場合
※カタログ等で「「ほほううけけいい酸酸ガガララスス」」と表記されているものは硬質ガラスです。「「ほほううけけいい酸酸ガガララスス」」には、特性により一級と二級に分かれます。

加熱したガラス器具を取り出す場合

ガガララスス器器具具をを加加熱熱しし高高温温ににななっってていいるる状状態態でで、、試試験験管管ははささみみややトトンンググななどどをを使使用用すするる場場合合、、ガガララススとと試試験験管管ははささみみやや

トトンンググととのの温温度度差差がが大大ききいいとと破破損損ににつつななががるる危危険険ががああるるののでで注注意意がが必必要要。。（（冬冬場場ななどど室室温温がが低低いい時時はは要要注注意意））

ガガララススのの直直火火加加熱熱はは危危険険ななたためめ避避けけるるべべききででははああるるがが、、試試験験管管ななどどをを直直火火でで加加熱熱すするる必必要要ががああるる場場合合はは、、

ガガララススにに傷傷・・カカケケががなないいかかししっっかかりり確確認認すするる。。可可能能なな限限りり局局所所加加熱熱ににななららなないいよよううにに実実験験をを行行いい、、必必要要以以上上のの

加加熱熱はは行行わわなないい。。ままたた、、使使用用ででききるるののででああれればば金金網網をを使使用用しし、、加加熱熱がが均均一一ににななるるよよううににすするる。。

直火で加熱する場合

強い酸性で刺激臭がある
無色透明の溶液。皮膚に付く
と炎症を起こすため注意が
必要。また有毒な 塩化水素
ガスが揮発するため吸引しな
いよう気を付ける。

塩酸の正しい薄め方

取り扱いやすく、そのまま
実験に使える「うすい塩酸」
もあります

〇〇安安全全眼眼鏡鏡、、手手袋袋をを着着用用
手袋はニトリルゴム製のものを着用する

（ラテックス、ポリエチレン、ポリ塩化ビニル

製のものは適さない）。

〇〇換換気気をを良良くくすするる

有毒ガスが揮発するので密室では扱わず、

窓を開けるなど換気のよい環境を整える。

また自分が風下にならないよう注意する。

〇〇周周りりをを片片付付けけるる

作業スペースを片付け、必要なものだけを
置く。

〇〇慎慎重重にに開開栓栓
中身が噴き出す場合があるので、顔から離し、

ゆっくり蓋を開ける。また蓋は薬瓶の近くに置く。

〇〇必必要要量量ををビビーーカカーーにに取取るる
原液を直接扱わず、必要量をビーカーに取る。

ビーカーへはガラス棒を伝わらせるか、駒込ピペッ

トを使って注ぐ。

〇水に対し、原液を少しずつ加える
原液に対し水を加える行為

は厳禁。発熱して飛び散る

ため危険。ピペットを使い少

しずつ加え、加えるたびに

攪拌する。

塩塩酸酸ととはは

準準 備備

薄薄めめるる際際のの注注意意点点

――――――――――――――――薄薄めめ方方のの例例――――――――――――――――
小6「水溶液の性質」

金属片に塩酸を注ぐ実験で使用するうすい塩酸(3mol/L)の作り方

原液は通常約12mol/Lなので、水で4倍に薄める

水水6600mmLLにに原原液液2200mmLLをを加加ええるる →→ 8800mmLLののううすすいい塩塩酸酸((33mmooll//LL))

■ガラス製実験器具を安全に使うために②

［その他関連するドキュメント］

［その他関連するドキュメント］

［その他関連するドキュメント］

［その他関連するドキュメント］

［その他関連するドキュメント］

ホームページからダウンロードしてご活用ください。
https://www.japse.or.jp/wp/wp-content/uploads/R7ansinanzendoc.pdf

七尾市立中島小学校
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Uchida 
Science 
Web

実験・観察機器と１人１台端末を繋ぐ、
インストール不要のWebアプリポータルサイト

インストールできません。

理科用アプリ

USB

従来のアプリ

理科用アプリ

インターネット

ダウンロード
不要！！

Uchida Science Web

こんな経験ありませんか？

トップページへ

※�各アプリの使い方、パスワード等は各観察・実験機器の取扱い説明書を
ご覧ください。

https://apps.uchida-science.com/

顕微鏡で観察、タブレットで
共有・考察・保存・発表！

デジタル顕微鏡

●�顕微鏡観察と同時にタブレットに表示、
撮影できます。
●�試料の長さや面積などを計測できます。

酸素と二酸化炭素を同時測定！ 

酸素・二酸化炭素センサー

●�O2とCO2を同時に測定し、一覧で表示
します。
●�測定した結果を帯グラフで表示します。

オームの法則の実験が変わる！

●�ワイヤレスで電流・電圧を記録できます。
●�測定した結果を折れ線グラフで表示します。

音の波形を可視化する！記録タイマーに変わる計測器！

音センサー電流・電圧センサー 距離センサー

●�⾳の波形をリアルタイムに表示します。
●�記録停止ボタンで波形をホールドできます。

●0.1秒間隔で移動距離を測定します。
●�測定した結果を折れ線グラフで表示します。

気温・湿度・気圧を同時測定！

気象センサー

●��測定した結果を折れ線グラフで表示します。
●��⾃由記⼊欄に気づいたことを書き込めます。

温度変化を可視化する！

温度センサー

●�温度を連続的に測定し、記録一覧で
表示します。

●�測定した結果を折れ線グラフで表示
します。

測定データをタブレットに集約！

電子てんびん

●�USB接続で簡単に計測データを　　
タブレットに取り込めます。
●�化学反応による質量変化を簡単に　
グラフ化できます。

電流センサー

電圧センサー

20252025 VOL.VOL.123123

先生

令和77 年度版

巻頭特集単元別試薬リスト付

新教科書対応

www.uchida.co.jp/education　学びの場.com ▶ www.manabinoba.com

ウチダの全ての教育製品を検索できます！
www.edu-catalog.uchida.co.jp/library/public/book/list

単元別
実験用具
手引き

https://www.edu-catalog.uchida.co.jp/library/site/public/book-lists/ 

ウチダの各種教育カタログを横断して
商品検索ができます！

公
益
社
団
法
人


